
『学びの領」系統衰 (指準昔用)
《き者》「学びの頼」 ・" 他 へ転島・温用できる言語活酌の具体的む古法

これまで,全 教科等の学習を通して子どもたちが抽出してきた 「学びの技」力S蓄積してきた。研修を重ねるにつれ,こ の 「学びの技」を系統的に体系化
する必要が問われてきた。つまり, 目の前の子どもたちがこれまでにどんな言語能力をもち合わせているのかを把握し,ま た,該 当学年においては, どん
な言語能力を育成していかなければならないのかの見通しを,指 導者はもつていなければならないのである。そこで,今 年度は,指 導者用にと本系統表を
作成 した。作成にあたっては,国 語科を中核としながらも全教科等で使えるものであるが,学 びは 「話すこと」「聞くこと」「書くことJ「読むことJの具体
的な言語活動で表されるために,そ の4つ の項目を細分化して系統立てた。
本校独自の取組であり,作 成を試みたものの,本 系統表の項目や記載内容の吟味の必要性はある。指導に当たって, この系統をとらえることの意義は大
きいと共通理解 しているので, さらなる改善を図り,研 究テーマに向けた言語能力の育成をさらに高めていきたいと考える。

「田 くこと」

1   軍 2年 3年 4年 5  年 6年

メ

モ

踏
大手なことに気をつけて
。興味をもつて
。質問したいこと

四
巨々く
答えとなる大手な言葉だけ

記号 (囲む,線 ,?, !な ど)

菌
絵や記号,マ ーク,簡潔な言葉
・話の中心

麗
・話の要点 (宙条書き)
・気付いたこと
・連想 したこと

噂
・事実と意見を分ける
。自分と比較
,共通点 相 違点

=担H■,再=iヨ

要点のメモ

自分の課題や考えとの比較
・追求方法の違い
。自分の考えの深ま り

大革なところの強調

関連性の見える衝条書き

自分の課題や考えとの照合

課題に対する追求方法や考えの

違い

自分の思考の深まり

イ

ン

タ

ピ

ユ
ー

車
・大事なことや知りたいこと
・相手の顔を見る
・敏体表現に規しむ

車
・相づちを打ちながら

聞きたい【ことの確認
分からない言葉はないか考え
ながぢ

車
・前の中心のメモ

線 り返しの確かめ

車
・要点のメモ
・続の内容や話し方への関心

聞き返し

車
・話の区切りで聞き返す
・質問のより深い問き返し

答ヽ えの枚数予想

車
・予想外の答えに対する 「とつさ

の一言」の準備
・関連づけた質疑

田

書
カ

トロ :延|

相手の目を見る
。うなずき,
`大事なことの聴取
・分からないことや辞しく聞き
たいことを考えながら
・感想

1 荷口 , 剋 |

・最後まで聞く
。前後をよく考えながら
,様子を思い浮か本ながら
・1つ 1つ を覚えながら

(メモ ・指を折 りながら)

匠 潤 四 古|

・自分の経験との結びつき
・妥当性の判断

] 凸 明 村 古十

・自分の考えとの共通点や相速点
・海の要点
・聞き返し

自分の考えへの取 り入れ

似た経験はないか

話題のとらえ方の違いや共通点

差連点を明確に

話し手の思いをとらえながら

規Rl性の発見
必要な情報を取捨選択

蘭 目■玉 =MP・ 画
・資料や友達のほ考との比較
・思考の再構築

・話 し手の意図をとらえながら

帰納的演澤的に



「露すこと」

年 2年 3年 4年 5年 6年

樽

し

方

芳頚

口形や姿勢
・話尾まではっきり発音

相手を見て
`丁害な言葉
楳【り】■7F"ra
・類岸よく

いちばん遠くの人に聞こえ

る声で

聞き取りやすい速さ
みんなの反応を見ながら

結論を先に

甲:E予 =燃 卓=巧 岳 辞 "】

言葉の強弱
・岡のとり方

相手や 目的に応 じた言葉造
V｀

協 て,】 i研 〕 =宮

・理由や事例を挙げて

B二E多ヨ舟鼻巾 ,扇飼

言葉の柳競

場面や条件に応 じた言葉造
いや視線

吊■,i■rF■■“
・話の中心や全体の紅み立て

協潔に
・目的に応 じた適切な言葉造い
・資料提示のタイミング

。原稿を見ないて続す。
・場に応 じた適切な言葉とい

。セールスポイントを入れる

古インd出 は ,】 町 向 ■1"京

. =宣 ,音 自 )ぼ 印[

捜

介

i卸
おすすめの本や絵の提示
・知つていることや知らせ
たいことをわかりやすく

阻
・はじめに主題
・みじかい文
・理由や設定場面のつけたし

i劉
・困や写真
・身振り手振り
。具体物の提示

:卸
・メモを利用しながら紹介
・ポスターやバネルの活用

所輔 箭 】
・作品の中の印象に残つた言葉
・相手意臓

義 も輌
・キャッチヨピー

・関連させて (テーマ,作索,シリ
ーズ等)

イ

ン

タ

ピ

エ
ー

…
・あいさつ
・T事 な言葉
・知 りたいことを与れる
。相手の顔を見る

…
・自分で碑べて,そ れでも分
からないことを聞く
。はさはきと

新たな疑岡も開く

分かるまでたすねる

…
,関心のあることからの話題

決め
・質問内容のメモ

…
。お題の技りこみ
・回客の予想
・相づちを打つ

…
・取材の許可
・取材メモ
・内容を受けての感想
。話の区切 りで聞き返す

…
・話の流れにあつた質問
。相手の密を受ける
。予想外の答えに対する 「とつきの一言」
・質問のより深い聞吉返じ

脱

瞬

・
報

告

7予| [ E I菖
・特徴や大手なことのヨ択
・順序
,書いて説明.報告

7語!葛と
・はじめ,中 ,終 わりの内容
・聞く人の目を見る

ド!型:
・理由や事例などを孝げての

鯨道立て

F塔
・結果や成果,分 かつた こと

や考えたことの明強化

|』
・目的に応じた組み立ての工夫
・有効な資料の準備と掟示

踊
・中心をはつきりと
,話 し方の型

・決まつたことを摘潔に伝える

国
,明はな仮脱と立IE方法

図や式を使つてわかりやすく
,教科の特性に合つた用播の使用

匿

台

中
・相手の自を見る
・発言 して聞き取る

中
・ベアトークに加えて
。意見の決定

韓
。理由の説明
・災定したことの理解
・簡単な進め方

共 同 千 応 答

受けての発言

・思考の仲間分け

韓

自分の意見をまとめて発言
・友だちの意見を受けてから

発言
・司会による極誘内容説明

中
・相違点や共通点の発見
`癒想

中
・グループ間の意見の共通

点の取り出し

韓
・立場を先に
`理 由や例をあげた発言
・梅題からそれない

M―
・話の中心におって
・よきの発見

的
`グ ループ間の意見の相達点
からよりよい思者の生成

・友だちの意見の要点
・自分の意見との比較
・意見の平等性

`相手の立場や思考の理解
・話題になつたことの軽理

中
・グループ間の意見を聞いた後の構足犠正

身 r 環

・仮想からの意見の荘立
・相手の立場に立った思考
・話の流れを整理

,立場と根拠の経立と立怜
・相手の立場の理解

・綸題に対する対立点の理解
・思考の再構築

・相手の立場や思考の尊重
・展開の方向を確かめながらの整理

中
・グループ間の意見を聞きながらの箱足接正
・目的や主層に沿つた進め方

騨 1 環

・根拠の妥当性
・解決への見通じ
・相手の意図や気持ちの尊重
・相違点や共通点の整理

車
,相互の質問への予想
・最終弁輪の組立



し

年 2年 3年 4年 5 寄 6  年

材

料

を
韓

め

る

H i `■

ノー トやカー ドにメモ

(色 形 。大きさ ・動き)

的
・身の回りの出来事
。経験したこと

想使 して考えたこと
率場人物や場面の設庁

【鶴
・ノー トやカー ドにメモ

(数 具体的な大きさ すこお

い 。手触 り '変化 ・例え)

中

あらす じづくり

メモとメモの入れ替え
・山場の設定

段= 閉

・疑間に思う芋柄
・興味,関 心のある事柄
,本 を読んで知った事柄

いこち,コ

本ヽか文書
・リーフレットやパンフレッ
ト
・インタピュー

輝 あi
,伝 えたい章相

資料からわかつた事柄
・提案したいこと

い研 耐
・経験や伝聞

インタビュー

・アンケー ト

音声や映像の利用
・園書館の活用

駒
・相手が知 りたい喜稿
,想検を広げた事柄
・事実や問題握起

・新聞記事
。インターネット
・実ほ調査
・マップ

報 所
・問題追究

にたち,封所i

実験

仮税検証
・複数資料の関連
・想起メモ (マンピング)

思

い
を
ま

す

函
相手意殻
・目的意離
・手紙のきまり

題
・比喰
～なのかな
心が△△するな

びつたりの言葉

隠
・書くことの順芹を考える
。見たこと
・聞いたこと
。心の動き
。人と話 したこと (「 」)

調
・独特の改行形式

調
・案内状の形式
・丁準な文字や言葉進い

囲
・登場人物の役割
・揺 り手の視点 (二人称)
状況の設定
・物語の展開

鏑
・達による構成

斑
手紙の基本的な形式

(時節の挨拶,後 付け)

・「出来事」「会話」「心特」を取 り 入れる

副
・敬幡
`目 的 (依頼,お 手し),相 手に応 じて
・場面による言葉の選択

囲
・場面の段定 (あらすじ)
・物補の構成
。まとまりごとに読み返す
附鼎 想

。自分の感 じ方や考え方を明確に

雷

表現の効果 (直喩;晴 峰,体 言止め)

中
事祭の取 り上げ方
・自分の考えや魅想を結写
・エピノー ドの盛 り込み方
・客観視 した自分の姿

∞
`お務 ・言葉の使い方
・孝誘

田
・音薬 :由察の相絶

窮

・
颯
介

す

る

田

1距
・事物の説明や経験の報告
・越秘

卸
・事物の特徴,形状や様子,

動き

説明する順序,簡 単な組

み立て
,ほ と語や文と文のつなが

り

囲
,事物の説明や経験の報告
・虐想

, 1宮
・みんなの知りたいことか
・5  W  l I I

調
,事 実の確認

説明の中心
・具体例
。まとめ

頓
・前の中心
・段落と段落の続き方
・理由を挙げる
。挿絵や図の利用

t―

・「」や カンマの書き方

項 目お こし

t t l“頭
・段客の役割と意機
・段毒相互の関係に注意
・具体的な事例
・資料の活用
・目的や方法、調査結果 と考え

の書き分け

醐
・割 り付けや見出しの工夫

・目的に合わせて整理 し加工す る。

表現す るのにふ さわ しい方法を考 える。

唖
操題,目 的,理 由,方 法と結果,ま とめと

自分の意見

稚 苺 】

・表現の効果
・同じ作者の別な本や似た内容の本

圃
調査による考えと対する自分の考え

効果的なタイ トル,見 出し,色 の使い方
目的に沿つた資料の選択 (グラフ,表 ,写 真)

・見出し,割 り付けの工夫
`此鳴表現や体言止め

備 4陥 l

・作者の意□
・作品のテーマに対する自分の思考

串
,事実と意見の区別
。まとまりごとの見出し

頭
・様々な文末表現 (事実 考え・着見)
・例を挙げて説明
・効果的な組み立て

資料の信頼性
・51月の摘切性

推

は

す

る

L浜 ｀
・読み返し
・句銃点,か ぎの付け方
・幼吉,長 音,促 者,発 音,

功嗣の表記
・濁音,半 濁音

薗
・書き足し

1囲
・謀字脱争
・会議,様 子。気持ち
・主語述語め関係
`文 末表現 (敬体や常体)

随
。文の意味

〔漫
。改行
・様飾 と被修飾の関係

文末表現 (断定や推■,疑

岡)

随
目的に応 じているか

i麗
指示語や接続経

□
。文と文の意味のつながり

話の組み立てを考えメモの並び替え
・図 ・データやグラフの使い方
。「 Jの 適切な使い方

薗
・要旨の一貫性 と文体
・テーマ
・事実と意見

熱話の道切な使い方

使用句や 四字熟語
と と出 1や ヤ幸享ヨ

L涼1
・敬語        ,
・比中や反復

構成
・語旬と誘句の関係
・続の組み立て

困
`反 対意見の取 り入れ
・陰拠の明確性
卜間 お― 毒ヽ力繍 防 rH

・比時表現
・体音止 め
,体 験 伝 酎 ま 目の区lU



し

E E 4  年 5年

文

字

的

な
文

軍

Fあ所預
・場面の様子を想像
・登場人物の行動
,主 話と述語
・自分の経験を結びつけて
・書き抜き

轟
・なあらかに
・くり返 しの言葉
・文章のリズム
・言葉のおもしろさ
言葉の意味

役割読み

筋硫 預

・場面分け
・会話文
・心情変化
・山場のを議

壺
,声の大小
`読みの速さ
声の強さ

悔の取り方
・会議文の読み方

! ″乱 ロ

・登場人物の性格や気持ちの

褒化

場面と親面の関係づけ
・情景

壺
・文書の内容か ら場面の様子
のl E握

セあ革函
・登場人物の行動,全 活
・自分を取 りをく現実,経 験と

の照合

範
・文章の内容や構成から文章の

中心の把握
・言葉の抑場,強 弱,速 さ,問
の取り方

化″品 ロ

「自分だつたらJと 登場人物との対話
・小道具の果たす役割
,会 語文やから登場人物の考え方や生き方
。物語の展開の工夫 (現在―過去―現在)

霞
・なぞ擁き
。比時

連想

作者が想後 した情景の想像

墓

さえたい議 は 話船 写,鈴 主 翻

。一つ一つの言葉を大手に
,自分なりの解決をこめて

筋 R ロ

・持衆描写
・中心人物と登場人物の相互関係
。視点の転換
・会後的な表現,と ,音 ,鍵 能語

弱
・作者が想険 した情景の想後
・空想や主題のとらえ
ツズムや書き

串
・リズム慮
・吉の人の物の見方や感じ方
・手簡

覇
配
明

的

を

支

車

却
,時間的な順序
・事柄の順序

FSいかけ,客 えの文型
内容の大体

席予, ・ u l

形式段春を見付ける
・文末の表現

順序を表す言葉

却
・段藩相互の関係
・中心 となる喬や文を活用 し

て内容を室理
。指示海,接 続語,文 末表現

廻
・事実と意見の関係
'筆者の視点から文章の内容,
構成の把握

r― a l : 1 1 "
・問題提起 問 題の解明 1, 2 ま とめ
`時間の順序による段導

申
・問いの文 ,ま とめの文,重 要再句,指 示

播,接 続語

要点

筆者の考えを踏まえた自分の考え
・孝筆に基づい十壺相

Fお 阪 ア耐
・題名

文書構成図
″" r勢

筆者の意図

重要語句
・線 り返 し使われる言葉
。キーワー ド
. 毎 斉 の 孝 , , 睦 ■ う ■ 白 △ ハ と ,

■

科

【中
・特徴や違い
・挿絵

岬
文 と絵や写真との関係

絵や写真と,文 との照合

・符グラフと表の大小比較
・地図 (方位)

索,1の活用 (□笹,事 典)
表,グ ラフ,地 図

軸や単位,表 題の読み取 り

写真,画 像に吹き出し

複数の資料の比敬

旧巨コ

・グラフや表の相Bg
・特徴

複数の情報の比較

共通点 相 違点

廼
“基になる数を見つける
。数直線の活用

。図書資料の活用
・目 的 に 士 ス

1姐
・各教科間の学習や資料の活用

読み取つたことの脱瞬
・情報の取り出しに関する説明の仕方

亜
基になる数を見つける

数直線の活用

・より効果的なもの

目

的

に

合

，

ト ツ ア ツン

物語の演示

特徴を見付けながら

グス 題名できがす

目次でさがす

文中のキーワー ドでさがす

・文章の要約
・人物や倍貫の描写などの細
かい表現

文章の引用.要 約

丈宰の中心となる大手な事柄

読み手の考えやな想の理由

事例として挙げられた事実

人物や情景の結写などの細か
い表現

資料の背景 ・要因

資料と孝象との関わり
複数の本や文章との比較
必要な情報の取り出し

毎

　

書

窮 しい前み物への栞味

読んだ後に紹介

好 きな ところを見付 ける

覇 み 比 本

おもしろいところをきがす
だれかに読み聞かせを露い

てもらう

不の市

同 じ題材の本

四害agの利用法
ブック トータ

前書案内,新 刊紹介の利用

推席図書

中
・学校図書館の利用
,同 じテーマの違 う作者の作品比較
・同 じ作者の違 う作品の比較
・同 じシリーズの比較

車
情景描写

― H
・6年間に読んだ本の冊数
・これまで読んだ本のテーマの拡大
・作者の広まり

き方への指針,あ こがれ囲・自分の生車中


